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私
は
小
学
校
と

中
学
校
の
学
校
歯

科
医
を
担
当
し
て

い
る
。
今
年
は
小

学
校
、
中
学
校
共

に
、
一
年
生
を
含

む
健
診
を
行
っ

た
。
そ
の
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一

年
生
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と

を
感
じ
た
▼
ま
ず
は
小
学
校
一

年
生
の
歯
科
健
診
に
お
い
て
、

６
歳
臼
歯
と
言
わ
れ
る
第
一
大

臼
歯
の
萌
出
が
全
く
見
ら
れ
な

い
児
童
が
目
立
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
中
学
校
一
年
生
の
歯
科
健

診
に
お
い
て
、
乳
歯
が
複
数
本

残
存
し
て
い
て
乳
臼
歯
で
咬
合

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
考
え

た
ら
遅
延
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
こ
と
だ
け
で
明
ら
か
な
顎
咬

合
、
歯
牙
の
成
長
が
遅
延
し
て

い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
統

計
を
取
っ
て
分
析
し
て
い
る
訳

で
は
な
い
。
感
覚
的
に
感
じ
た

だ
け
で
あ
る
▼
過
去
４
～
５
年

前
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

学
校
閉
鎖
や
、
子
供
た
ち
の
外

出
が
極
端
に
制
限
さ
れ
る
時
期

が
あ
っ
た
。
学
校
給
食
を
食
べ

る
機
会
が
な
く
な
っ
た
時
期
も

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
期
は
太

陽
に
あ
た
る
時
間
も
減
少
し
た

で
あ
ろ
う
。
学
校
給
食
が
な
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
き
ち
ん
と

し
た
食
事
間
隔
や
栄
養
摂
取
に

変
化
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
▼

些
細
な
こ
と
で
骨
折
す
る
児
童

が
最
近
増
え
た
と
養
護
教
員
が

言
っ
て
い
た
こ
と
も
思
い
出

す
。
顎
骨
の
成
長
や
歯
牙
の
萌

出
状
態
を
通
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
が
子
ど
も
達
の
成
長
に

関
わ
っ
た
か
ど
う
か
、
数
年
す

る
と
埋
も
れ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
の
で
、
今
の
時
期
に
調

査
分
析
を
す
る
と
何
か
デ
ー
タ

が
出
て
来
る
の
か
も
し
れ
な
い

と
思
う
。

（
Ｔ
）
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後
期
高
齢
者
・
２
割
負
担
者
へ
の

後
期
高
齢
者
・
２
割
負
担
者
へ
の

「
配
慮
措
置
」

「
配
慮
措
置
」 

期
限
延
長
を

期
限
延
長
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
開
始

課
題
は
山
積

理
事
会
声
明
を
発
表

9月19日より9月19日より

　

医
療
機
関
で
の
ス
マ
ホ
マ
イ

ナ
対
応
は
義
務
で
は
な
い
が
、

導
入
す
る
場
合
に
は
非
接
触
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
を
読
み
取
り
可

能
な〝
汎
用
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

（
汎
用
Ｃ
Ｒ
）
〟
の
準
備
が
必
要

と
な
る
（
一
部
の
機
器
〈
キ
ヤ

し
た
製
品
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る

た
め
注
意
が
必
要
だ
。
例
え
ば

Panasonic

コ
ネ
ク
ト
社
の
顔

認
証
付
き
Ｃ
Ｒ
と
、
ソ
ニ
ー
製

の
汎
用
Ｃ
Ｒ
で
は
設
定
方
法
次

第
で
不
具
合
も
報
告
さ
れ
た
た

め
、
組
み
合
わ
せ
か
ら
外
さ
れ

た
。
な
お
、
対
応
表
は
医
療
機

関
等
向
け
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
て
確
認
で
き
る
。
万
が
一

不
具
合
が
あ
れ
ば
、
オ
ン
資
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
０
０

‐
０
８
０
‐
４
５
８
３
）
に
ご

連
絡
さ
れ
た
い
。

資
格
確
認
方
法
の

フ
ロ
ー
に
ス
マ
ホ

マ
イ
ナ
対
応
も
追
加

　

医
療
機
関
窓
口
に
お
け
る
、

資
格
確
認
方
法
の
新
た
な
流
れ

も
示
さ
れ
た
（
上
図
）
。
新
た

に
何
ら
か
の
事
情
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
読
み
取
り
に
失
敗
し

た
場
合
は
、
そ
の
場
で
患
者
に

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン

し
て
も
ら
い
、
表
示
さ
れ
た
資

格
情
報
の
画
面
を
窓
口
で
確
認

す
る
対
応
が
追
加
さ
れ
た
。

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
が

９
月
２
日
、
厚
労
大
臣
会
見
に

て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、〝
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
資
格
情
報
画
面

だ
け
〟
で
の
確
認
は
ス
マ
ホ
マ

イ
ナ
対
応
医
療
機
関
に
お
い
て

の
み
で
あ
り
、
非
対
応
医
療
機

関
で
は
不
可
と
さ
れ
た
。

　

厚
労
省
は
患
者
に
対
し
、
ス

マ
ホ
マ
イ
ナ
で
初
め
て
受
診
す

る
医
療
機
関
に
は
実
物
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
持
参
も
呼

び
掛
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
普

段
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
ち
歩
か
な
い
想
定
と
な
っ
て

い
る
。
ス
マ
ホ
マ
イ
ナ
し
か
持

っ
て
い
な
い
患
者
が
非
対
応
医

療
機
関
に
初
診
で
来
院
す
る
こ

と
は
十
分
予
見
さ
れ
る
が
、
９

月
１１
日
現
在
で
そ
の
対
応
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
当
面
１０

割
負
担
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
た
〝
マ
イ
ナ
資
格
確
認
ア

プ
リ
〟
で
は
、
現
状
ス
マ
ホ
マ

イ
ナ
に
対
応
し
て
い
な
い
。
通

常
と
は
異
な
る
導
線
に
て
受
付

す
る
患
者
が
ス
マ
ホ
し
か
持
っ

て
い
な
い
場
合
の
対
応
な
ど
、

課
題
は
山
積
、
連
鎖
的
に
発
生

し
て
い
る
。

次
期
Ｃ
Ｒ
は
単
体

で
ス
マ
ホ
に
対
応

来
年
夏
か
ら
販
売

　

２
０
２
５
年
４
月
３
日
に
開

催
さ
れ
た
医
療
保
険
部
会
で

は
、
次
の
規
格
の
顔
認
証
付
き

Ｃ
Ｒ
に
つ
い
て
も
検
討
方
針
が

示
さ
れ
、
単
体
で
ス
マ
ホ
用
電

子
証
明
書
の
読
み
取
り
に
対
応

予
定
と
さ
れ
て
い
る
。
販
売
開

始
は
令
和
８
年
夏
頃
か
ら
の
見

込
み
。
近
く
顔
認
証
付
き
Ｃ
Ｒ

自
体
の
買
い
替
え
を
予
定
し
て

い
る
場
合
に
は
汎
用
Ｃ
Ｒ
は
不

要
と
な
る
た
め
、
医
療
機
関
で

は
機
器
の
更
新
も
含
め
て
、
よ

く
よ
く
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

次
期
Ｃ
Ｒ
で
予
定
さ
れ
て
い

る
対
応
は
下
記
の
通
り
。
▽
顔

認
証
付
き
Ｃ
Ｒ
単
体
で
の
ス
マ

ホ
用
電
子
証
明
書
の
読
み
取
り

に
対
応
、
▽
（
視
覚
障
害
者
へ

の
対
応
と
し
て
）
認
証
状
況
や

エ
ラ
ー
の
発
生
に
関
す
る
音
声

案
内
機
能
、
操
作
手
順
に
関
す

る
音
声
案
内
機
能
、
テ
ン
キ
ー

搭
載
、
▽
画
面
レ
イ
ア
ウ
ト
の

統
一
や
視
認
性
、
操
作
性
の
改

善
等
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ

の
向
上
、
▽
顔
認
証
制
度
の
向

上
に
よ
る
顔
認
証
エ
ラ
ー
の
軽

減
、
エ
ラ
ー
時
の
自
動
再
接
続

に
よ
る
復
旧
時
間
の
短
縮
―
な

ど
。

ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ

ン
社『H

i-C
A

R
A

』〉を
除
く
）。

汎
用
Ｃ
Ｒ
の
購
入
費
用
に
つ
い

て
は
半
額
（
７
千
円
を
上
限
）

の
補
助
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ

は
ネ
ッ
ト
注
文
を
介
し
て
の
購

入
の
際
に
ク
ー
ポ
ン
コ
ー
ド
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
代
金
の
半

額
で
買
え
る
仕
組
み
と
な
る
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
は
医
療

機
関
等
向
け
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
ク
ー

ポ
ン
コ
ー
ド
を
取
得
す
る
（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。
病
院
に
は

３
台
分
、
診
療
所
等
に
は
１
台

分
の
ク
ー
ポ
ン
が
発
行
さ
れ

る
。
そ
の
後A

m
azon

ビ
ジ
ネ

ス
の
専
用
ペ
ー
ジ
に
て
購
入
す

る
流
れ
だ
。
な
お
、A

m
azon

ビ
ジ
ネ
ス
の
利
用
に
は
ア
カ
ウ

ン
ト
作
成
が
必
要
と
な
る
。

　

た
だ
し
、
ど
の
メ
ー
カ
ー
の

汎
用
Ｃ
Ｒ
で
も
良
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
使
用
し
て
い
る

顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

（
顔
認
証
付
き
Ｃ
Ｒ
）
に
対
応

関
）
が
示
す
「
破
滅
的
医
療
費

支
出
」
※

に
国
民
の
６
人
に
１

人
が
該
当
す
る
等
、
窓
口
負
担

は
低
い
も
の
で
は
な
い
と
し
、

国
民
の
医
療
・
健
康
を
守
る
た

め
に
「
配
慮
措
置
」
の
継
続
を

強
く
求
め
た
。

※
税
金
や
保
険
料
、
生
活
費
な

ど
を
除
い
た
「
医
療
費
支
払

い
能
力
」
の
う
ち
、
医
療
費

支
出
が
４０
％
以
上
の
場
合
、

「
破
滅
的
医
療
費
支
出
」
に

該
当
す
る
。

  

協
会
は
９
月
１１
日
、「
後
期

高
齢
者
・
２
割
負
担
に
対
す
る

『
配
慮
措
置
』
期
限
延
長
を
強

く
求
め
る
」
理
事
会
声
明
を
発

表
し
た
（
５
面
）。

　

声
明
で
は
、
本
年
９
月
末
に

期
限
を
迎
え
る
「
配
慮
措
置
」

が
な
く
な
っ
た
場
合
、
治
療
継

続
が
困
難
な
事
例
も
出
て
く
る

と
指
摘
。
配
慮
措
置
の
対
象
も

年
金
収
入
が
単
身
世
帯
で
２
０

０
万
円
以
上
（
複
数
世
帯
は
３

２
０
万
円
以
上
）
と
、
生
活
に

余
裕
は
な
い
。
こ
の
間
も
急
激

な
物
価
や
光
熱
水
費
等
の
高
騰

に
よ
り
、
国
民
生
活
は
さ
ら
に

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

厚
労
省
は
８
月
２７
日
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭
載
さ

れ
た
マ
イ
ナ
保
険
証
（
以
下

：

ス
マ
ホ
マ
イ
ナ
）
の
読

み
取
り
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
機

能
に
つ
い
て
、
９
月
１９
日
に
開
放
す
る
と
発
表
し
た
。

た
だ
、
資
格
確
認
限
定
型
な
ど
で
使
用
す
る
〝
マ
イ
ナ

資
格
確
認
ア
プ
リ
〟
は
現
状
ス
マ
ホ
マ
イ
ナ
に
対
応
し

て
い
な
い
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

太字

何らかの事情でスマートフォンの
読み取りに失敗した場合

マイナ保険証として利用可能なスマートフォン

その場でマイナポータルその場でマイナポータル
にログインし、表示されにログインし、表示され
た資格情報の画面を提示た資格情報の画面を提示

クーポンコード
取得はこちら

協会HPの
解説ページ

※厚労省ホームページより一部改変

顔認証の
代わりに目視

※国保・後期高齢者は
～2026.3.31

（～2025.12.1）

（2024.12.2～）

※

太字が今回の
変更部分
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臨
床
懇
話
会

オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー

と
し
て
の
形
成
外
科

め
、
一
般
診
療
所
に
お
い
て
切

開
排
膿
を
は
じ
め
皮
膚
の
で
き

も
の
（
腫
瘍
）
の
切
除
や
そ
の

他
外
科
的
処
置
の
依
頼
を
行
う

に
あ
た
り
病
変
部
位
に
よ
る
選

別
が
不
要
で
あ
る
こ
と
は
利
点

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
形
成
外
科
で
扱
う
疾

患
、
対
処
法
な
ど
他
の
診
療
科

の
先
生
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く

講師の青木氏

中
で
手
間
の
か
か
る
外
科
的
処

置
を
行
う
の
は
な
か
な
か
困
難

で
あ
る
診
療
所
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
と
き

に
近
隣
の
形
成
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
気
軽
に
紹
介
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
形
成
外

科
の
場
合
、
体
表
面
に
関
し
て

は
頭
の
先
か
ら
つ
ま
先
ま
で
が

守
備
範
囲
と
な
っ
て
い
る
た

る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
再
建
を
伴

う
よ
う
な
大
掛
か
り
な
手
術
は

別
と
し
て
、
形
成
外
科
の
外
科

的
処
置
は
多
く
の
場
合
局
部
麻

酔
に
よ
る
処
置
や
手
術
で
可
能

で
あ
る
た
め
、
近
隣
の
診
療
所

と
の
診
診
連
携
が
で
き
れ
ば
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
で
し
ょ
う
。

　

最
近
で
は
形
成
外
科
を
標
榜

す
る
診
療
所
も
少
し
ず
つ
増
え

て
き
て
お
り
、
多
く
の
場
合
常

に
外
科
的
処
置
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
体
制
は
整
え
て
い
る
と

研
究
部
は
７
月
１２
日
、
臨
床

懇
話
会
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ

Ｂ
併
用
で
開
催
。
湘
南
台
青
木

形
成
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
院
長

／
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
・
臨

床
教
授
の
青
木
文
彦
氏
が
講
演

し
、
６９
名
が
参
加
し
た
。事
後

抄
録
を
掲
載
す
る
。

　

形
成
外
科
は
他
の
診
療
科
に

比
べ
て
比
較
的
新
し
い
診
療
科

で
あ
り
、
従
来
よ
り
他
科
と
の

協
力
体
制
に
よ
っ
て
診
療
を
行

う
こ
と
が
多
い
と
い
っ
た
側
面

を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
形
成
外
科
単
独
の
一
般
診
療

所
の
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、

大
学
病
院
を
は
じ
め
総
合
病
院

ク
ラ
ス
で
の
診
療
科
設
置
が
多

く
、
形
成
外
科
紹
介
と
な
る
場

合
は
総
合
病
院
へ
の
紹
介
と
な

思
い
ま
す
し
、
手
術
室
ま
で
設

置
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
は

ず
で
す
。
多
忙
な
日
常
診
療
の

歯
科
研
究
部
は
８
月
７
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
を
協
会
会
議

室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
鶴

見
大
学
歯
学
部
ク
ラ
ウ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
補
綴
学
講
座
教
授
・
小
川

匠
氏
が
講
演
し
、
１
５
６
名
が

参
加
し
た
。事
後
抄
録
を
掲
載

す
る
。

　

本
講
演
で
は
、
補
綴
治
療
に

事後抄録

お
け
る
咬
合
診
査
の
重
要
性
を

改
め
て
確
認
し
つ
つ
、
顎
口
腔

機
能
の
評
価
法
と
し
て
の
ゴ
シ

ッ
ク
ア
ー
チ
描
記
や
、
日
常
臨

歯
科
臨
床
研
究
会

ゴ
シ
ッ
ク
ア
ー
チ
検
査

～G
o
th

ic A
rch

描
記
か
ら
読
み
解
く

顎
機
能
と
咬
合
の
関
係
～

事後抄録

床
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
機

能
検
査
の
考
え
方
、
そ
し
て
そ

れ
ら
の
知
見
を
活
か
し
た
デ
ジ

タ
ル
補
綴
と
の
連
携
に
つ
い

て
、
臨
床
実
例
を
交
え
な
が
ら

ご
紹
介
し
た
。

　

初
め
に
、
鶴
見
大
学
ク
ラ
ウ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
補
綴
学
講
座
に
お

い
て
我
々
が
進
め
て
い
る
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
用
い
た
補
綴
治
療

シ
ス
テ
ム
を
も
と
に
、
咬
合
面

設
計
と
顎
運
動
情
報
の
統
合
に

つ
い
て
解
説
し
た
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
の
進
展
に
よ
り
、

ク
ラ
ウ
ン
や
ブ
リ
ッ
ジ
と
い
っ

た
補
綴
装
置
の
製
作
が
デ
ジ
タ

ル
で
完
結
す
る
よ
う
に
な
っ
た

一
方
で
、
そ
の
設
計
根
拠
と
な

る
咬
合
診
査
や
顎
機
能
の
定
量

的
把
握
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ

て
い
る
。
な
か
で
も
、
個
々
の

患
者
に
適
し
た
咬
合
再
構
成
を

行
う
う
え
で
、
顎
運
動
を
理
解

し
、
そ
れ
に
調
和
し
た
補
綴
形

態
を
構
築
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
よ
り
機
能
的
か
つ
長
期
的

な
予
後
を
見
据
え
た
治
療
戦
略

　

診
療
所
・
病
院
の
経
営
は
、

過
去
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
の

危
機
的
状
況
だ
。
２
０
２
４

年
度
診
療
報
酬
改
定
で
は
特

に
内
科
が
大
打
撃
、
２３
年
度

比
で
レ
セ
プ
ト
平
均
点
数
が

▲
１２
・
４
％
の
大
幅
減
だ
。

そ
し
て
こ
の
間
の
急
激
な
物

価
・
水
道
光
熱
費
等
の
上
昇

に
加
え
て
、
１０
月
か
ら
は
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
も
控
え

る
。
診
療
報
酬
は
「
公
定
価

格
」
で
あ
り
、
原
則
２
年
に

１
度
の
改
定
で
し
か
対
応
で

き
な
い
。
当
然
、
医
院
経
営

は
苦
し
さ
を
増
す
一
方
で
、

も
は
や
限
界
だ
。

　

医
療
団
体
か
ら
も
、
改
定

へ
の
切
実
な
要
望
が
出
さ
れ

て
い
る
。
日
医
や
全
国
知
事

会
は
早
急
な
期
中
改
定
の
実

施
、
日
病
は
入
院
基
本
料
１０

％
の
引
き
上
げ
等
を
要
望
。

全
自
病
は
「
自
治
体
病
院
の

９
割
が
経
常
赤
字
」
、
国
立

大
病
院
長
会
議
は
「
支
援
が

な
い
と
つ
ぶ
れ
か
ね
な
い
」

と
窮
状
を
訴
え
て
い
る
。
今

年
上
半
期
の
倒
産
件
数
は
、

１６
年
ぶ
り
の
高
水
準
だ
。
診

療
報
酬
は
こ
の
２０
年
間
で
累

計
１０
％
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
で

あ
る
。

　

８
月
２７
日
の
中
医
協
総
会

で
は
２３
年
度
の
病
院
・
診
療

所
の
経
営
状
況
が
報
告
さ

れ
、
医
科
診
療
所
の
医
業
利

益
率
は
平
均
＋
６
・
９
％
、

歯
科
診
療
所
は
＋
４
・
１
％
、

病
院
が
▲
０
・
７
％
で
あ
っ

た
。
支
払
側
は
、
病
院
と
診

療
所
の
経
営
状
況
の
違
い
が

明
確
で
、
２６
年
度
改
定
で
は

メ
リ
ハ
リ
を
付
け
た
対
応
が

必
要
と
主
張
し
た
。
２６
年
度

改
定
を
議
論
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
２４
年
度
改
定
後
の
経
営

実
態
で
判
断
す
る
べ
き
だ
。

２４
年
度
は
速
報
値
な
が
ら

も
、
医
科
・
無
床
診
療
所
（
医

療
法
人
）
は
▲
３
・
０
％
～

▲
２
・
０
％
で
、
大
き
く
状

況
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

政
府
の
骨
太
の
方
針
に
よ

り
、
次
年
度
改
定
は
「
高
齢

化
に
よ
る
増
加
分
に
相
当
す

る
伸
び
に
こ
う
し
た
経
済
・

物
価
動
向
等
を
踏
ま
え
た
対

応
に
相
当
す
る
増
加
分
を
加

算
す
る
」
と
さ
れ
、
プ
ラ
ス

改
定
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

焦
眉
は
〝
ど
れ
だ
け
の
プ
ラ

ス
が
勝
ち
取
れ
る
か
〟
で
あ

る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
２６
年

６
月
改
定
前
の
「
期
中
改
定
」

も
不
可
欠
だ
。
次
年
度
改
定

ま
で
、
医
療
現
場
は
待
っ
て

い
ら
れ
な
い
。

　

協
会
で
は
今
秋
、
診
療
報

酬
改
定
「
大
幅
プ
ラ
ス
」
、

そ
し
て
「
期
中
改
定
」
を
求

め
る
院
長
署
名
に
取
り
組

む
。
さ
ら
に
患
者
向
け
の
署

名
「
地
域
住
民
の
医
療
を
受

け
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め

に
医
療
機
関
の
維
持
存
続
へ

の
支
援
を
求
め
る
請
願
署

名
」
も
実
施
す
る
。
改
定
率

が
決
ま
る
年
末
ま
で
が
勝
負

で
あ
る
。
骨
太
の
方
針
に
楽

観
は
で
き
な
い
。
署
名
を
通

じ
て
会
員
、
そ
し
て
患
者
の

声
を
政
府
・
国
に
届
け
訴
え

よ
う
。
会
員
の
先
生
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

診
療
報
酬
改
定
「
大
幅
プ
ラ
ス
」
、

期
中
改
定
を
求
め
る
！

署
名
運
動
等
、
ご
協
力
を
！

講師の小川氏

第26回医療・健康フェスティバル（市民向けイベント）

当日の「健康相談医」募集中！当日の「健康相談医」募集中！

医療・健康フェスティバルとは…？医療・健康フェスティバルとは…？
神奈川県保険医協会が定期開催している市民向けイベント。神奈川県保険医協会が定期開催している市民向けイベント。

会員の先生方による健康相談は毎年ご好評いただいています！会員の先生方による健康相談は毎年ご好評いただいています！

開催概要開催概要

日　 時日　 時 2025年10月19日（日）　午後1時から午後4時まで2025年10月19日（日）　午後1時から午後4時まで

場　 所場　 所 横浜そごう前・イベント広場横浜そごう前・イベント広場（新都市プラザ／横浜駅東口より徒歩3分）（新都市プラザ／横浜駅東口より徒歩3分）

テーマテーマ 「お金の心配なく、安心して医療にかかれる社会へ」「お金の心配なく、安心して医療にかかれる社会へ」

企　画企　画

①健康相談（医科・歯科・栄養相談）①健康相談（医科・歯科・栄養相談）

　※栄養相談は県栄養士会の協力のもと実施　※栄養相談は県栄養士会の協力のもと実施

②相談コーナー（医療費などの相談・情報提供など）②相談コーナー（医療費などの相談・情報提供など）

③医療に関するアンケート③医療に関するアンケート

④お楽しみ企画（マスコットとの写真撮影、景品が当たるくじ引き）④お楽しみ企画（マスコットとの写真撮影、景品が当たるくじ引き）

お問合せお問合せ 医療運動部会まで（ 医療運動部会まで（ TELTEL：045-313-2111）：045-313-2111）

　保険医協会では、第26回医療・健康フェスティバルを下記の通り開催致します。この催し　保険医協会では、第26回医療・健康フェスティバルを下記の通り開催致します。この催し

は、健康や医療制度に関心をもっていただくことを目的に、会員の先生方のご協力のもと、は、健康や医療制度に関心をもっていただくことを目的に、会員の先生方のご協力のもと、

医科・歯科の健康相談や医療に関する相談コーナー、アンケート回答で景品が当たるくじ医科・歯科の健康相談や医療に関する相談コーナー、アンケート回答で景品が当たるくじ

引き企画等をすべて無料で実施しています。例年、一般参加者は1000名超（延べ）、協力医引き企画等をすべて無料で実施しています。例年、一般参加者は1000名超（延べ）、協力医

の先生方にも「患者の本音が聞ける」と好評です。先生方のご参加をお待ちしております。の先生方にも「患者の本音が聞ける」と好評です。先生方のご参加をお待ちしております。

た
め
に
代
表
的
な
も
の
を
頭
頂

部
か
ら
足
の
趾
先
ま
で
供
覧
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今

ま
で
は
総
合
病
院
に
紹
介
し
て

い
た
よ
う
な
症
例
も
近
隣
の
形

成
外
科
に
紹
介
す
る
と
い
う
選

択
肢
が
増
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
、
診
診
連
携
の
幅
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

＊
協
会

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ

に
て
配
信
中

を
築
く
う
え
で
非
常
に
有
効
で

あ
る
と
い
え
る
。

　

次
に
本
題
で
あ
る
、
顎
口
腔

機
能
の
診
査
法
の
ひ
と
つ
で
あ

る
ゴ
シ
ッ
ク
ア
ー
チ
描
記
法
に

焦
点
を
当
て
、
そ
の
基
礎
的
な

原
理
か
ら
症
例
を
も
と
に
応
用

的
な
活
用
法
ま
で
取
り
上
げ

た
。
ゴ
シ
ッ
ク
ア
ー
チ
は
、
下

顎
の
前
後
・
側
方
運
動
を
記
録

し
、
運
動
軌
跡
の
交
点
で
あ
る

ア
ペ
ッ
ク
ス
ポ
イ
ン
ト
や
咬
合

位
と
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と

で
、
下
顎
の
運
動
特
性
や
咬
合

の
安
定
性
を
評
価
で
き
る
方
法

で
あ
る
。
特
別
な
機
器
を
用
い

ず
に
実
施
で
き
、
視
覚
的
に
動

き
を
捉
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

補
綴
設
計
の
指
針
と
し
て
大
い

に
役
立
つ
。
義
歯
症
例
に
限
ら

ず
、
咬
合
支
持
が
限
局
し
た
症

例
や
、
咬
合
位
に
不
安
を
残
す

症
例
に
も
適
応
で
き
る
柔
軟
性

を
備
え
て
い
る
。
顎
口
腔
機
能

検
査
は
、
技
術
的
な
敷
居
が
高

い
と
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

目
的
と
手
順
を
明
確
に
す
れ

ば
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
も
効

率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

本
講
演
が
、
咬
合
診
査
や
機

能
評
価
の
重
要
性
を
再
認
識
す

る
き
っ
か
け
と
な
り
、
明
日
か

ら
の
診
療
に
小
さ
な
ヒ
ン
ト
を

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で

あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　 2011年の福島第一原子力発電所

事故は、 広範囲にわたり深刻な被害

をもたらしました。 静岡県の浜岡原子

力発電所で重大事故が発生した場

合には、 神奈川県にも広範な影響が

及ぶ可能性があります。

　 南海トラフ巨大地震の危険性や能

登半島地震の教訓なども踏まえ、公害

環境対策部は静岡県と懇談することと

いたしました。10月14日（火）午後4時

から1時間程度、協会会議室とWEB

会議の併用で実施する予定です。

　 具体的には、▽神奈川県方面への放

射性物質の拡散、▽原発事故時の放

射性物質拡散シミュレーション、▽事故

発生の想定頻度、▽原子力発電所の

安全性向上に向けた県の取り組み体

制―などについて質問する予定です。

　 ご 関 心 の あ る 先 生 は10月10日

（金）正午までに、公害環境対策部ま

でご連絡ください （ TEL ：045 ‐313 ‐

2111）。

静岡県と懇談静岡県と懇談
ご関心のある先生はご連絡をご関心のある先生はご連絡を

原発事故時、
神奈川県方面への放射性物質拡散は？
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9月29日　
～10月7日

９
月
２９
日
（
月
）

川
崎
支
部
幹
事
会
２０
時
。

９
月
３０
日
（
火
）

医
療
情
報
部
会
１９
時
３０
分
。

１０
月
１
日
（
水
）

地
域
医
療
対
策
部
会
１９
時
３０

分
。

１０
月
２
日
（
木
）

歯
科
臨
床
研
究
会
１９
時
。
組

織
部
会
１９
時
。

１０
月
３
日
（
金
）

保
険
診
療
対
策
部
会
２０
時
。

１０
月
６
日
（
月
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。

１０
月
７
日
（
火
）

総
務
部
会
１９
時
３０
分
。

【
医
科
】

（
Ｑ
）
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備

加
算
は
、
再
診
時
も
算
定
で
き

ま
す
か
？

（
Ａ
）
で
き
ま
せ
ん
。
当
該
点
数

は
初
診
料
の
加
算
な
の
で
初
診

時
は
算
定
で
き
ま
す
が
、
再
診

料
の
加
算
で
は
な
い
た
め
再
診

時
は
算
定
で
き
ま
せ
ん
。

（
Ｑ
）
小
児
科
外
来
診
療
料
を
算

定
す
る
際
、SA

R
S-C

oV
-2

抗

原
定
性
や
小
児
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
負
荷
検
査
を
別
に
算
定
で
き

ま
す
か
？

（
Ａ
）
で
き
ま
せ
ん
。
小
児
科
外

来
診
療
料
に
は
全
て
の
検
査
の

実
施
料
や
判
断
料
等
が
包
括
さ

れ
て
お
り
、
別
に
算
定
で
き
る

検
査
の
点
数
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
薬
・
注
射
・
処
置
等
も
同
様

で
す
。
別
に
算
定
で
き
る
点
数

は
、
厚
生
労
働
省
告
示
及
び
通

知
（『
保
険
診
療
便
覧
（
２
０

２
４
年
６
月
１
日
改
訂
）
』
２

８
０
頁
の
右
上
（
３
）
）
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

（
Ｑ
）
在
宅
療
養
指
導
料
は
、
在

宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料
と
同

月
に
併
せ
て
算
定
で
き
ま
す

か
？

（
Ａ
）
看
護
師
等
が
個
別
に
３０
分

以
上
療
養
上
の
指
導
を
行
う
な

ど
、
在
宅
療
養
指
導
料
の
算
定

要
件
を
満
た
す
場
合
は
算
定
で

き
ま
す
。

【
歯
科
】

（
Ｑ
）
前
歯
部
を
含
む
ブ
リ
ッ
ジ

の
印
象
採
得
時
に
歯
科
技
工
士

連
携
加
算
を
算
定
し
た
い
の
で

す
が
、
可
能
で
す
か
。

（
Ａ
）
不
可
で
す
。
印
象
採
得
時

に
歯
科
技
工
士
連
携
加
算
が
算

定
で
き
る
の
は
、
前
歯
部
の
単

冠
製
作
時
に
限
り
ま
す
。
単
冠

前
歯
部
の
レ
ジ
ン
前
装
金
属

冠
、
レ
ジ
ン
前
装
チ
タ
ン
冠
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
印
象
採

得
を
実
施
し
た
時
に
算
定
で
き

る
取
り
扱
い
で
す
。
ま
た
、
歯

科
技
工
士
連
携
加
算
を
算
定
す

る
場
合
、
施
設
基
準
の
届
出
が

必
要
な
こ
と
に
も
留
意
が
必
要

で
す
。
歯
科
技
工
士
連
携
加
算

に
つ
い
て
は
書
籍
『
歯
科
保
険

診
療
の
研
究
２
０
２
４
年
６
月

版
』
の
１
６
８
、
１
７
６
、
２

０
４
頁
も
併
せ
て
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

で
あ
り
、
Ｋ
７
２
１
内
視
鏡
的

大
腸
ポ
リ
ー
プ
・
粘
膜
切
除
術

に
は
当
該
加
算
が
な
い
た
め
、

算
定
が
で
き
な
い
。

（
Ｑ
）
院
内
で
Ｃ
反
応
性
蛋
白

（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
と
尿
中
一
般
物
質

定
性
半
定
量
検
査
を
行
い
、
尿

中
一
般
物
質
定
性
半
定
量
検
査

に
つ
い
て
は
、
同
日
中
に
患
者

に
結
果
を
説
明
し
、
文
書
で
情

報
提
供
し
た
た
め
、
外
来
迅
速

検
体
検
査
加
算
１０
点
×
１
を
算

定
し
た
と
こ
ろ
査
定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
外
来
迅
速
検
体
検
査
加

算
は
、
加
算
対
象
検
査
一
覧
に

あ
る
検
査
の〝
す
べ
て
〟に
つ
い

て
、
当
日
中
に
説
明
・
文
書
に

よ
る
情
報
提
供
・
診
療
が
行
わ

れ
た
場
合
に
算
定
で
き
る
。
今

回
は
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
結
果
を
同
日
中

に
説
明
で
き
て
い
な
い
た
め
、

０
点
と
な
る
。
外
来
迅
速
検
体

検
査
加
算
の
対
象
検
査
に
関
し

て
は
、『
保
険
診
療
便
覧
』
４
５

６
頁
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

※
協
会
に
査
定
（
減
点
）
内
容

に
関
す
る
ご
相
談
を
す
る
際

に
は
、
増
減
点
連
絡
書
を
お

手
元
に
ご
用
意
の
上
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

行
っ
た
際
に
、
拡
大
内
視
鏡
を

用
い
て
、
狭
帯
域
光
に
よ
る
観

察
を
行
い
な
が
ら
、
ポ
リ
ー
プ

を
切
除
し
た
と
こ
ろ
狭
帯
域
光

強
調
加
算
が
査
定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
狭
帯
域
光
強
調
加
算
は

大
腸
内
視
鏡
検
査
に
つ
く
加
算

外
来
迅
速
検
体
検
査
加
算

対
象
検
査
す
べ
て
の
結
果
説
明
を

医
科
・
今
月
の
査
定
相
談
事
例

　

協
会
で
は
日
頃
か
ら
会
員
の

医
療
機
関
よ
り
、
県
支
払
基
金

や
県
国
保
連
合
会
か
ら
の
査
定

（
減
点
）
内
容
に
関
す
る
相
談
に

対
応
し
て
い
る
。
以
下
が
今
月

の
主
な
相
談
事
例
で
あ
り
、
次

月
の
レ
セ
プ
ト
請
求
時
に
は
ご

確
認
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、

納
得
で
き
な
い
査
定
内
容
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
再
審
査
請
求

を
お
願
い
し
た
い
。

◇

（
Ｑ
）
Ｋ
７
２
１
内
視
鏡
的
大

腸
ポ
リ
ー
プ
・
粘
膜
切
除
術
を

○歯
佐
藤
　
敦
子
氏

（
座
間
市
）

　

８
月
１８
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
７３
歳
。

訃　

報

　

わ
た
し
が
注
目
し
た
の
は
、

ま
ず
ラ
ト
ビ
ア
製
作
の
長
編
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
で
あ
る
こ

と
。
し
か
も
監
督
自
ら
無
料
ソ

フ
ト
｛B

lender

｝
を
駆
使
し

て
約
５
年
半
の
歳
月
で
製
作
。

特
に
Ｃ
Ｇ
技
術
が
な
く
て
も
年

月
を
か
け
、
自
分
の
表
現
し
た

い
テ
ー
マ
が
明
確
で
あ
れ
ば
、

安
価
に
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る

作
品
作
り
は
可
能
と
い
う
証
明

を
こ
の
映
画
は
教
え
て
く
れ
た
。

　

更
に
映
画
中
、
セ
リ
フ
や
人

間
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
な
く
、

た
だ
あ
る
の
は
動
物
の
鳴
き
声

と
洪
水
の
水
流
音
、
主
人
公
の

黒
猫
の
鳴
き
声
だ
け
―
と
い
う

異
色
の
ア
ニ
メ
映
画
で
あ
る
。

　

睡
眠
が
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
促
す
。
不
安
症
の
私

は
夜
中
に
中
途
覚
醒
し
、
そ

の
後
眠
れ
な
く
な
る
不
眠
症

に
苦
悩
し
て
い
る
。
睡
眠
が

学
習
に
大
切
で
、
学
習
が
脳

を
疲
労
さ
せ
、
さ
ら
に
、
睡

眠
を
促
す
。
睡
眠
は
覚
え
た

こ
と
を
強
化
、
整
理
し
、
記

憶
学
習
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

夜
間
の
睡
眠
時
間
の
短
縮

は
、
日
中
の
眠
気
と
関
連
し
、

日
中
に
眠
気
が
生
じ
た
こ
と

に
よ
り
学
習
効
率
の
低
下
が

起
こ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
学
童
期
に
お
け
る
十
分

な
睡
眠
の
確
保
は
こ
の
時
期

の
心
身
の
発
達
、
学
習
の
観

点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
、
こ

の
時
期
の
睡
眠
に
影
響
を
及

ぼ
す
要
因
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
や
彼
ら
の
学
習
や
睡
眠

に
対
し
て
保
健
指
導
を
行
う

こ
と
は
大
切
だ
と
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
学
習
と
睡
眠
の

関
連
、
な
ぜ
人
の
学
習
成
績

に
差
が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
、

脳
を
疲
労
さ
せ
る
睡
眠
を
促

す
学
習
の
機
能
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

心
理
は
知
情
意
か
ら
構
成

さ
れ
、
認
知
は
知
を
著
し
、

人
間
が
情
報
処
理
を
行
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
耳
か

ら
聴
覚
情
報
が
、
目
か
ら
視

覚
情
報
の
入
力
情
報
が
入
っ

て
く
る
が
、
そ
の
情
報
を
理

解
、
加
工
し
て
取
り
込
む
。

思
考
と
い
う
活
動
の
内
容
を

理
解
す
る
た
め
に
は
知
識
が

必
要
で
、
こ
の
知
識
が
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。
私
た
ち

は
一
般
的
知
識
、
社
会
的
知

識
、
専
門
知
識
を
持
っ
て
い

る
が
、
も
し
そ
の
知
識
を
持

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
理
解
も

記
憶
も
で
き
な
い
と
い
う
。

記
憶
・
知
識
の
定
着
、
そ
し

て
出
力
を
ス
ム
ー
ス
に
す
る

た
め
に
、
我
々
歯
科
医
師
も

口
腔
衛
生
の
み
な
ら
ず
、
睡

眠
衛
生
に
も
対
応
す
る
べ
き

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

睡
眠
は
技
能
や
学
習
の
向

上
に
寄
与
し
、
学
習
も
睡
眠

の
向
上
を
促
す
。
ヒ
ト
の
生

き
る
力
に
人
間
性
、
健
康
・

体
力
、
学
力
の
３
要
素
が
あ

る
が
、
こ
の
役
割
を
担
う
の

も
睡
眠
で
あ
り
、
睡
眠
と
学

習
は
生
活
す
る
た
め
に
情
報

を
引
き
出
し
、
理
解
し
、
活

用
す
る
能
力
で
あ
る
リ
テ
ラ

シ
ー
能
力
を
高
め
る
。

　

さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
第

９７
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
長
編
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
賞
受
賞
、
第
８２
回

ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
ア
ニ
メ

映
画
賞
受
賞
、
第
５２
回
ア
ニ
ー

賞
長
編
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト

作
品
賞
・
脚
本
賞
受
賞
と
い
う

快
挙
を
果
た
し
た
こ
と
。
兎
に

角
異
色
だ
ら
け
と
い
う
こ
の
映

画
は
、
見
た
こ
と
の
な
い
幻
想

的
な
世
界
に
私
を
強
く
引
き
ず

り
込
ん
だ
。
御
覧
に
な
れ
ば
お

分
か
り
に
な
り
納
得
さ
れ
る
と

思
う
が
、
主
人
公
の
黒
の
野
良

猫
の
目
が
素
晴
ら
し
い
。
見
終

わ
っ
て
も
何
カ
月
経
っ
て
も
、

顔
つ
き
は
忘
れ
ら
れ
な
い
で
い

る
。
目
が
訴
え
る
力
は
強
力
だ
。

　

静
か
な
の
ん
び
り
し
た
森
、

突
然
大
洪
水
が
襲
い
、
動
物
た

ち
が
走
り
逃
げ
惑
う
。
ア
ッ
と

い
う
間
に
森
は
洪
水
に
覆
わ

れ
、
多
く
の
動
物
た
ち
、
人
間

も
溺
死
。
死
体
が
散
乱
す
る
が
、

全
て
黒
い
影
で
描
か
れ
、
悲
惨

さ
が
減
少
す
る
よ
う
に
配
慮
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
主
人
公
は
流

さ
れ
る
途
中
一
艘
の
ボ
ー
ト
に

遭
遇
し
、
飛
び
乗
っ
て
流
さ
れ

る
ま
ま
で
途
中
犬
、
サ
ル
、
鳥

が
飛
び
乗
っ
て
く
る
。
さ
ら
に

負
傷
し
た
ヘ
ビ
ク
イ
ワ
シ
も
乗

っ
て
く
る
。
な
ぜ
か
時
々
ク
ジ

ラ
が
現
れ
、
途
中
の
障
害
を
除

去
し
て
く
れ
る
。

　

つ
ま
り
一
種
の
ロ
ー
ド
ム
ー

ビ
ー
で
あ
る
が
、
示
唆
す
る
こ

と
は
沢
山
あ
り
、
子
ど
も
も
一

緒
に
鑑
賞
で
き
る
ア
ニ
メ
で
あ

る
。
自
然
の
脅
威
、
動
物
た
ち

の
助
け
合
い
、
自
然
保
護
な
ど

見
方
は
様
々
。
因
み
に
、
わ
た

し
は
２
回
鑑
賞
し
て
し
ま
っ

た
。

地
球
の
危
機
を
示
唆
す
る

長
篇
ア
ニ
メ

横
須
賀
市

福
本　

義
克

シ ネ マ 考

『Flow』
Prime Video 独占配信中

原題：Flow
2024／ラトビア、フランス、ベルギー／カラー／85分
監督：ギンツ・ジルバロディス

©Dream Well Studio, Sacrebleu Productions
 & Take Five.

新人事務局員の紹介新人事務局員の紹介

私たちが私たちが
お手伝いしていますお手伝いしています

名　前 石
い し い

井 菜
な な

々

出身地 神奈川県

趣味・特技 一人ディズニー／書道

入局年月 2025年3月

主な担当部 共済部、組織部

　共済部、組織部に所属している石井菜々と申します。保険

医年金と従業員退職年金を担当しておりますので、会員の先

生方に安心感を抱いていただけるような最適なご案内ができ

るように日々頑張りたいと思っております。これからよろし

くお願いいたします。

私のリフレッシュ法
（寝ること）

小田原市 三宅　正純

一人ディズニー／書道 「新聞投稿」「新聞投稿」募集中!募集中!
会員からの投稿を随時募集中!会員からの投稿を随時募集中!

文字数は800字程度。文字数は800字程度。
ご不明点は新聞部まで。ご不明点は新聞部まで。

TEL 045-313-2111TEL 045-313-2111
FAX 045-313-2113FAX 045-313-2113
メールアドレスメールアドレス::

kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jpkanahoi-shinbun@hoken-i.co.jp
※内容によっては加筆・修正をお願いする※内容によっては加筆・修正をお願いする
ことがございますことをご了承ください。ことがございますことをご了承ください。
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無料動画配信を協会Ｈ
ホームページ

Ｐ「いい医療ドットコム」にて行っています（右QRコード）。ぜひご視聴ください！ 
＊下記は一例です。一部コンテンツの視聴には会員限定のパスワードが必要です。ご存じでない方は ℡ 045-313-2111まで。

【医科】

個別指導について

医科会員向けに、新規及び通
常個別指導共通の個別指導対
策の動画を作成しました。動
画は3章に分かれています。

【経営研究会】

安全・安心なクリニック
運営のための防犯対策

　　 講師： ALSOK川崎支社
　　  　　 営業部 吉崎 玲馬氏

【理事懇談会 講演動画】

命かオカネ？命とオカネ？
―費用対効果評価と価値評価―

講師： 東京大学大学院薬学系研究科　
医療政策・公衆衛生学 

　　　特任准教授 五十嵐 中氏

【医科】

臨床懇話会

在宅医療が推進される理由と
最近の在宅緩和医療について

   講師： 小磯診療所

　　 　所長　　　　　　磯崎 哲男氏

【歯科】

歯科臨床研究会

歯科医院における画像診断と
最近のトピック

講師： 神奈川歯科大学歯学部　

画像診断学分野　

　　  診療科教授 泉 雅浩氏

神奈川県保険医協会

第32期第5回理事会

　政府は、2022年10月、後期高齢者の窓口負担について、1割負担

者の一部を「一定以上所得のある者」とし、2割負担に引き上げた。

急激な負担増加を抑えるため、負担増額を月3千円に抑える「配慮

措置」が3年間導入されたが、本年9月末にその期限を迎える。昨今

の急激な物価や光熱水費等の高騰により、国民生活は大変厳しい状

況に置かれており、「配慮措置」がなくなれば患者の通院・治療に

大きな影響を及ぼすこととなる。当会は「配慮措置」の継続を、政府・

厚労省に強く求めるものである。

　2022年10月から2割負担の対象とされたのは「一定以上所得のあ

る者」であり、後期高齢者の被保険者全体の2割（神奈川県は約3割）

が該当。この「一定以上所得」とは、課税所得28万円以上かつ、年

金収入等が単身世帯で200万円以上（複数世帯は320万円以上）と、

決して日常生活に余裕がある世帯とは言えない。消費者物価指数が

この3年間で約8％も上昇しており、足元の生活は導入当時より一層

厳しさを増している。

　「配慮措置」が適用されるのは診療報酬明細書（レセプト）で3千

点以上だが、外来医療でも糖尿病患者に対するインスリンなどの自

己注射治療や、大腸内視鏡の検査・手術、眼科では糖尿病網膜症の

進行を抑える網膜光凝固術、歯科では義歯やブリッジなど、実に多

くの医療行為が該当する。9月末で「配慮措置」がなくなった場合、

当然これまでの治療が継続できない・受けられない患者が出てくる

のは明らかだ。

　日本では、WHO（世界保健機関）が示す「破滅的医療費支出」※に、

国民全体の17％、実に6人に1人が該当する。高齢者の4割が年金収

入のみで生活する中、配慮措置が打ち切られれば、この割合はさら

に増えるだろう。日本における医療費の窓口負担は、決して低いも

のではない。国民の医療・健康を守るために、改めて「配慮措置」

の継続を強く求める。

※ 税金や保険料、生活費などを除いた「医療費支払い能力」のうち、医療費支

出が40％以上の場合、「破滅的医療費支出」に該当する。

2025年9月11日

後期高齢者・2割負担に対する
『配慮措置』 期限延長を強く求める

理事会声明

※パソコンの場合

過去の理事会声明・部長談話は
協会ホームページでも読めます

　協会ホームページ「いい医療ドットコム（https://www.iiiryou.com/）」では、

過去の理事会声明・部長談話を読むことができます。トップページから「私

たちの考え」欄の「一覧」をクリックしてください。

　また、▽研究会日程を確認できる便利なイベントカレンダーの閲覧、▽

各種届出用紙や院内掲示用ポスターのダウンロード―なども

できます。ぜひご活用ください。

＊ 「会員ページ」のパスワードをご存知ない＊ 「会員ページ」のパスワードをご存知ない方は事務局まで方は事務局まで

　　（　　（ ℡℡ 045‐313‐2111）。 045‐313‐2111）。

※スマホの場合

トップページ「私たちの考え」欄の

「一覧」をクリック！
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投資にはない堅実性が魅力です。確実な老後資金の準備や資産運用の分散投
資先としてもおススメです！引退後に年金として受け取ることはもちろん、一
時金として一括受取または部分解約も可能です*2。

傷病による休業時に加入口数と休業日数に応じて給付金をお支払
いします（1口当たり：入院1日8千円、自宅療養（免責3日）1日6千円）。
　保険料は加入時のまま満期まで上がらず、若いうちに加入するほ
ど保険料を抑えることができます。また、3年以上加入した場合は加
入年数に応じて脱退時に“脱退給付金”を受け取ることができます。

→ 2024 年度は予定利率（1.202%）に配当（0.112%）の
上乗せがあり、合計1.314%での運用実績となりました *1 NISA?

定期
預金?

投資?

FX?
暗号
通貨?

保険医年金【2026年1月1日加入】

お申込み受付中！（10月25日受付〆切）

9月1日より予定利率が 1.225％に上昇

ケガや病気による休業への備えケガや病気による休業への備え

保険医協会イチオシの制度です！保険医協会イチオシの制度です！

9月1日より予定利率が9月1日より予定利率が 1.225％1.225％に上昇に上昇

*1 配当金は前年度決算実績によるため、支払いが約束されるものではございません。

*2 短期間で解約した場合は積立金額が掛金額を下回る場合がございます。

*1  告知書を基に加入審査を行います。また、勤務形態等によって加入口数に制

限がございます。

*2  加入日現在で59歳6カ月未満の方がお申込み可能です。59歳6カ月を超える

方は「所得補償保険」をご検討ください。

保険医協会 3大共済制度のご案内

各共済制度の詳細はパンフレットをご確認ください

資料請求・ご相談はこちらへ

神奈川県保険医協会 共済部　℡ 045‐313‐2111

共済制度の
HPからも資料
請求いただけ
ます→

休業保障保険
【2026年 4月  1日加入】

（9/16～12/31の間に申込書到着）

万が一、加入者が死亡または高度障害となった場合に遺さ
れたご家族へ保険金をお支払いします。シンプルな保障内容
とすることで、月々の保険料を抑えております。会員の先生
ご本人にご加入いただければ、ご家族も加入可能となります。
　さらに、引受保険会社の決算状況によっては年間保険料の
一部を配当金としてお返しします。

（参考）過去5年間平均で年間保険料の約28％を配当金としてお支払い*1

割安な保険料で万一の備えを割安な保険料で万一の備えを

*1  配当金は引受保険会社の前年度決算等により決定するため、配当金額は

確定しておりません。

グループ生命保険

【随時お申込み受付中】

その他の様々な制度もおすすめその他の様々な制度もおすすめ

　傷病による休業時、加入口数に応じて所
得補償を受給できます。告知は、YES／NO
の質問3つに答えるだけ！持病があっても
入りやすい制度です。家族・従業員も加入
できるので、福利厚生にも活用できます。

年利1.126％の医療機関の積立制度。先
生（法人）が掛金を負担し、先生（法人）が受
け取るため、退職金以外にも使い道は自由
です！次回のお申込み期間は2026年1月～2
月です。

　明治安田生命・大樹生命・富国生命・東
京海上日動あんしん生命の4社の生命保
険に加入されている先生は、毎月の保険
料を協会引落しにするだけで保険料が割
引できる可能性があります。適用の可否
は該当の保険会社にお問合せください。

所得補償保険 団体扱い割引従業員退職年金



高TG血症合併
MASLD/MASH診断・治療に

おける最新知見
～脂肪肝で命を取られないために～

第637回月例研究会 講演要旨 （2025年9月25日講演）

（毎月３回５の日発行）神 奈 川 県 保 険 医 新 聞
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て い る。特 にMRI-PDFFは 脂 肪 量 の 定 量 化、

MREは肝硬度（線維化）の評価において、いずれ

も「ゴールドスタンダード」としての地位を確立

しつつあり、肝生検の必要性は減少している。

　治療に関しては、まず体重減少（7％以上）を

目標とした食事・運動療法が基本であり、減量

により肝脂肪の減少、肝炎の改善、線維化の退

縮が得られることが明らかになっている。加え

て、糖尿病合併例では、SGLT2阻害薬やGLP-1

受容体作動薬が肝脂肪量や線維化の改善に寄

与する可能性が示されており、糖尿病治療薬と

してだけでなく、MASLD治療薬としての展開

が期待されている。これらの薬剤は体重減少や

肝疾患改善にとどまらず、心血管・腎保護作用

も期待されており、全身的なリスク低減につな

がる可能性がある。

　予後に関しては、MASLD患者の主な死因は

心血管疾患・脳血管疾患であり、次いで悪性腫

瘍、そ し て 肝 関 連 死 で あ る。こ の 事 実 は、

MASLDが単なる肝疾患ではなく、全身性疾患

であることを示しており、総合的なリスク評価

と管理が不可欠である。マルコフモデルを用い

た疫学的推計では、MASLDの患者数は2016年

の約2260万人から2030年には約2270万人と絶

対数そのものは大きくは増加していないもの

の、MASH、代償性および非代償性肝硬変、肝細

胞癌といった病態進行例は、1.5～2倍に増加す

ると予測されている。したがって、MASLDを単

なる「脂肪肝」として軽視するのではなく、見

逃さず・放置せず、そして多職種で対応する体

制が求められる。バイオマーカー研究やAI画像

解析の進展とともに、今後の診断・治療・予後

予測の精度はさらに高まり、患者の予後改善に

寄与することが期待される。

新百合ヶ丘総合病院 消化器内科  部長　

福島県立医科大学低侵襲腫瘍制御学講座  特任教授　 今
いまじょう

城  健
けんと

人氏

ることは困難であり、特に線維化の進行度に関

しては限界がある。近年では、血液検査による

線維化のスクリーニングツールの活用が進ん

でおり、特にFIB-4 indexは有用性が高いとされ

る。FIB-4が1.3未満の場合は進行線維化の可能

性が低く、2.67以上では進行線維化の可能性が

高いため、専門医紹介や画像診断による評価

（エラストグラフィなど）を考慮することが推

奨されている。

　さらに、保険適用されたELFスコア（Enhanced

Liver Fibrosis score）は、血中の線維化マーカー

（ヒアルロン酸、PI I INP、TIMP-1など）を統合し

た評価法であり、線維化の重症度評価において

高い信頼性を持つ。また、サイトケラチン18フ

ラグメント（CK18F）は、肝細胞のアポトーシ

スや風船様腫大といった活動性を評価するた

めのバイオマーカーとして注目されている。

　画像診断の進歩も目覚ましく、従来の超音波

検査に加えて、超音波減衰法（CAP、UGAP、ATI

な ど ）や 剪 断 波 エ ラ ス ト グ ラ フ ィ（VCTE、

SWE）、MRIを用いた評価（MRI-PDFF、MRE）

などにより、脂肪沈着量や線維化の程度を非侵

襲的かつ定量的に評価することが可能となっ

脂肪肝疾患は、国内外で急速に増加している

慢性肝疾患であり、その背景には肥満、2型糖尿

病、脂質異常症、高血圧といった代謝異常が深

く関与している。近年、疾患概念の見直しが国

際的に進められ、従来の「非アルコール性脂肪

性 肝 疾 患（NAFLD:Non-Alcoholic Fatty Liver 

Disease）」という表現から、「代謝関連脂肪性肝

疾患（MASLD:Metabolic dysfunction-Associated

Steatotic Liver Disease）」へと名称が変更され

た。この新たな枠組みでは、アルコール摂取や

ウイルス性肝炎など、他の肝疾患との重複（例

:MetALD）も含む包括的な病態理解が可能とな

った。

　MASLDの中でも、肝細胞障害（風船様腫大）

や肝炎、線維化を伴う病態は「MASH（Metabolic

dysfunction-associated steatohepatitis）」と定義

され、放置すれば肝硬変や肝細胞癌（HCC）とい

った肝疾患の終末像へと進行することがある。

そのため、早期の病態評価と適切な介入によ

り、進展を抑制することが極めて重要である。

　診断面では、従来腹部超音波Bモードが脂肪

肝のスクリーニングとして広く用いられてき

たが、脂肪化や線維化の程度を正確に定量化す

◆アーカイブ配信のご案内◆
　本講演は、後日アーカイブ配信を予定しております。動画は、講演終了後、順次、神奈川県保険医
協会ホームページ（いい医療ドットコム）内の「KANAHOI TV［動画配信］」に掲載いたします。視聴
には、ユーザー名とパスワードが必要となります。
※掲載までにお時間を頂戴する場合がございますが、ご了承のほど宜しくお願いいたします。
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研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

10月14日(火)午後7時30分～ 10月2日(木)午後7時～
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会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

10月9日(木)／10月16日(木)／10月23日(木)午後2時～
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３
回
）

　

会
計
処
理
の
基
本
で
あ
る
勘
定
科
目
の
決
め
方
か
ら
、

決
算
で
必
要
に
な
る
処
理
、
確
定
申
告
書
の
作
成
方
法
ま

で
、
経
理
の
基
本
を
短
期
間
で
学
べ
ま
す
。
医
業
に
精
通

し
た
税
理
士
が
講
師
を
務
め
、
実
務
に
即
し
た
内
容
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
講
座
の
最
後
に
は
質
疑
応
答
の
時
間
を

長
め
に
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
日
々
の
業
務
で
疑

問
に
思
わ
れ
る
こ
と
の
解
消
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

第
１
回
　
１０
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　「
記
帳
の
目
的
と
簿
記
の
説

明
／
簡
易
簿
記
の
作
成
」

第
２
回
　
１０
月
１６
日
（
木
）

　
　
　
　「
決
算
と
決
算
整
理
／

青
色
決
算
書
の
作
成
」

第
３
回
　
１０
月
２３
日
（
木
）

　
　
　
　「
確
定
申
告
書
の
作
成
」

　
　
　
　
※
各
日
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
参
加
申
込
者
に
は
後
日
、
個
別
に
ア
ー

カ
イ
ブ
配
信
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

■
い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
２
時
～
５
時

※
途
中
休
憩
・
質
疑
含
む
。

講
　
師第

１
回

　
　
税
理
士

須
藤  

ふ
み
代
氏

第
２
回

　
　
税
理
士

髙
橋      

和
宏
氏

第
３
回

　
　
税
理
士

平
田  

由
紀
子
氏

参
加
費
　
１
万
円
（
事
前
振
込
。
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
テ
キ
ス
ト
は
本
講
座
専
用
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

※
事
前
に
お
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

※
振
込
の
確
認
に
１
週
間
程
度
か
か
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
１０
月
３
日
（
金
）
ま
で
に
お
振
込
み
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
テ
キ
ス
ト
は
当
日
会
場
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。
第
１
回

を
ご
欠
席
さ
れ
た
場
合
は
、
第
１
回
終
了
か
ら
１
週
間

以
内
に
テ
キ
ス
ト
を
医
療
機
関
宛
に
発
送
い
た
し
ま
す
。

※
各
回
と
も
電
卓
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
税
対
経
営
部

10月10日(金)午後7時～
初
診
料
（
歯
初
診
）、
歯
科
外
来
診
療
医
療
安
全

対
策
加
算
（
外
安
全
１
）、
歯
科
外
来
診
療
感
染

対
策
加
算（
外
感
染
１
・
２
）の
施
設
基
準
研
修
会

歯
科
医
療
安
全
対
策
講
習
会

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
　「
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の

対
応
、
医
療
事
故
、
院
内
感
染

防
止
対
策
、
感
染
経
路
別

予
防
策
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症
等
に
対
す
る

対
策
・
発
生
動
向
等
」

講
　
師
　
東
京
医
科
歯
科
大
学
（
現

東
京
科
学
大
学
）

　
　
　
　
名
誉
教
授

深
山　

治
久
氏

参
加
対
象

歯
科
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

①
同
じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
登
録
で

き
る
の
は
１
名
様
ま
で
で
す
。
同

じ
医
療
機
関
か
ら
複
数
名
で
お
申

込
み
さ
れ
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
ア
ド
レ
ス
で
ご
登

録
く
だ
さ
い
。

②
ご
参
加
の
際
は
、
必
ず
ご
自
身
の
お
名
前
で
ご
登
録
さ

れ
た
登
録
確
認
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。ご
登
録
氏
名
と
別
の
方
で
の
ご
参
加
、

同
じ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
複
数
名
の
ご
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
本
研
究
会
は
、
保
険
医
協
会
の
会
員
（
会
員
医
療
機
関

ス
タ
ッ
フ
、
会
員
ご
家
族
も
含
む
）
の
み
が
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

④
研
究
会
終
了
後
、
確
認
テ
ス
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

確
認
テ
ス
ト
を
受
講
し
、
か
つ
講
演
を
最
初
か
ら
最
後

ま
で
ご
受
講
さ
れ
た
歯
科
医
師
の
方
（
会
員
本
人
に
限

り
ま
す
。
会
員
本
人
で
は
な
い
勤
務
医
の
先
生
等
に
は

発
行
で
き
な
い
た
め
、あ
ら
か
じ
め
ご
容
赦
く
だ
さ
い
）

に
修
了
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
修
了
証
は
お
申
込
み

時
に
ご
登
録
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル

で
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

⑤
講
演
の
途
中
参
加
、
途
中
退
出
、
確
認
テ
ス
ト
未
回
答

の
場
合
は
、
修
了
証
は
発
行
い
た
し
か
ね
ま
す
。
接
続

ト
ラ
ブ
ル
等
の
場
合
で
あ
っ
て
も
ご
対
応
い
た
し
か
ね

ま
す
。
必
ず
ご
自
身
で
接
続
環
境
な
ど
事
前
に
ご
確
認

の
上
、
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
医
療
法
で
定
め
ら
れ
た
医
院
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
医
療

安
全
管
理
研
修（
年
に
２
回
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※《
重
要
》神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、日
医
生
涯
教
育
講
座（
Ｃ
Ｃ
）の
単
位

取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、①
性
別
、②
医
籍
登
録
番
号
、③（
医
師
会
会
員
の
場
合

は
）所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す（
２５
年
４
月
よ
り
変
更
）。未

入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。な

お
、会
場
参
加
の
場
合
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

10月29日（水）午後7時～ 10月17日(金)
歯
援
診
・
口
管
強
の
施
設
基
準
研
修
会

歯

科

特

別

研

究

会

　

本
研
修
会
は
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
（
歯
援
診
）

と
口
腔
管
理
体
制
強
化
加
算
（
口
管
強
）
の
施
設
基
準
対

応
研
修
会
で
す
。「
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
（
認
知
症
に

関
す
る
内
容
を
含
む
）
、
口
腔
機
能
の
管
理
、
緊
急
時
対

応
、
歯
科
疾
患
の
重
症
化
予
防
に
資
す
る
継
続
管
理
、
小

児
の
心
身
の
特
性
」
に
つ
い
て
の
内
容
に
加
え
、
口
管
強

の
施
設
基
準
の
選
択
式
項
目
に
あ
り
ま
す
「
在
宅
医
療
ま

た
は
介
護
に
関
す
る
研
修
」、「
認
知
症
対
応
力
向
上
研
修
」

に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
日
本
大
学
歯
学
部

　
　
　
　
臨
床
教
授

武
内　

博
朗
氏

参
加
対
象

歯
科
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

※
上
記
①
～
⑤
の
注
意
事
項
を

　
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

医

療

問

題

研

究

会

と
　
き
　
１０
月
１７
日
（
金
）
午
後
７
時
３０
分
～

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
今
後
の
医
療
と
医
療
政

策
を
俯
瞰
的
に
考
え
る
」

講
　
師
　
日
本
福
祉
大
学

　
　
　
　
名
誉
教
授

二
木　

立
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
政
策
部
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第
４８
回
横
浜
支
部
総
会

新
幹
事
を
迎
え
32
期
ス
タ
ー
ト

記
念
講
演

外
国
人
介
護
人
財
の
地
位
向
上

　

横
浜
支
部
は
５
月
１４
日
、
協

会
会
議
室
に
て
第
４８
回
支
部
総

会
を
開
催
。
３
名
が
出
席
し
た
。

洞
澤
支
部
長
の
挨
拶
後
に
議
題

①
２４
年
度
活
動
報
告
案
、
②
２５

年
度
活
動
方
針
案
、
③
第
３２
期

支
部
幹
事
選
出

－

に
つ
い
て
提

案
し
、
い
ず
れ
も
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

　

①
活
動
報
告
案
で
は
、
横
浜

地
域
の
会
員
現
況
と
活
動
内
容

を
藤
田
副
支
部
長
が
報
告
し

た
。
協
会
入
会
者
は
８８
名
（
医

科
６７
名
、
歯
科
２１
名
）
で
、
退

会
者
は
１
０
０
名
（
医
科
５９
名
、

歯
科
４１
名
）
。
年
度
末
の
会
員

数
は
２
８
５
６
名
（
医
科
１
７

６
４
名
、
歯
科
１
０
９
２
名
）

と
前
年
度
よ
り
１２
名
減
少
し

た
。
ま
た
、
▼
日
本
共
産
党
横

浜
市
会
議
員
団
と
次
年
度
予
算

要
求
に
関
す
る
懇
談
、
▼
加
盟

す
る
横
浜
社
保
協
と
し
て
「
１８

歳
へ
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡

充
を
求
め
る
請
願
」
団
体
署
名

の
横
浜
市
会
へ
の
提
出
、
▼
加

盟
す
る
横
浜
市
民
団
体
連
絡
会

と
し
て
市
健
康
福
祉
局
と
次
年

度
予
算
要
求
に
関
す
る
懇
談

－

な
ど
の
活
動
を
報
告
。
小
児
医

療
費
助
成
の
対
象
拡
充
や
健
康

保
険
証
の
廃
止
撤
回
な
ど
、
共

闘
団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
横

浜
市
政
へ
要
求
運
動
を
行
っ

た
。
こ
の
他
、
天
文
講
座
や
防

犯
セ
ミ
ナ
ー
、
頭
痛
診
療
の
コ

ツ
な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
研

究
会
を
開
催
し
、
横
浜
地
域
の

会
員
に
と
っ
て
有
益
な
企
画
立

案
に
努
め
た
。

　

②
活
動
方
針
案
で
は
、
横
浜

地
域
に
お
け
る
開
業
医
運
動
の

柱
を
担
う
協
会
支
部
と
し
て
、

引
き
続
き
対
外
的
な
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
。
友
誼
団

体
と
の
連
携
を
強
め
、
小
児
医

療
費
助
成
制
度
の
１８
歳
ま
で
の

対
象
年
齢
引
き
上
げ
を
は
じ

め
、
社
会
保
障
制
度
の
拡
充
に

向
け
た
活
動
を
展
開
す
る
。
定

例
開
催
の
幹
事
会
を
通
じ
て
、

▼
会
員
増
加
対
策
、
▼
診
療
面
、

経
営
面
、
文
化
的
要
素
な
ど

様
々
な
視
点
か
ら
研
究
会
の
企

画
－

な
ど
を
進
め
て
い
く
。

　

③
支
部
幹
事
選
出
で
は
、
新

た
に
川
口
千
佳
子
氏
（
横
浜
市

瀬
谷
区
）
を
選
出
す
る
こ
と
を

泉
福
幹
事
が
提
案
。
洞
澤
支
部

長
を
は
じ
め
１１
名
の
体
制
で
第

３２
期
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

横
浜
支
部
は
６
月
１０
日
、
横

浜
市
役
所
に
て
日
本
共
産
党
横

浜
市
会
議
員
団
と
次
年
度
市
政

予
算
等
に
関
す
る
要
望
で
懇
談

し
た
。
同
党
か
ら
は
古
谷
団
長
、

白
井
副
団
長
、
三
輪
・
宇
佐
美
・

大
和
田
各
議
員
が
出
席
し
、
協

会
か
ら
藤
田
理
事
（
副
支
部
長
）

が
赴
い
た
。

　

支
部
か
ら
、
①
医
療
機
関
に

対
す
る
市
独
自
の
財
政
支
援
、

②
保
険
証
の
取
得
有
無
を
問
わ

な
い
全
被
保
険
者
へ
の
資
格
確

認
書
の
発
行
、
③
小
児
医
療
費

助
成
制
度
の
高
卒
ま
で
の
対
象

拡
大
、
④
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
の
所
得
制
限
撤
廃
、

⑤
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
の

対
象
等
級
拡
大
、
⑥
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
助
成

－

の
６
点
を
要
望
し
た
。

　

藤
田
理
事
は
、
長
年
の
診
療

報
酬
改
定
で
医
療
高
度
化
に
伴

う
費
用
が
評
価
さ
れ
ず
、
多
く

の
医
療
機
関
は
経
営
が
苦
し
い

と
強
調
し
た
。
具
体
的
に
は
▼

自
治
体
病
院
の
９
割
が
赤
字

（
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
・

調
査
）
、
▼
過
去
最
多
の
病
院
・

診
療
所
の
倒
産
件
数
（
帝
国
デ

ー
タ
バ
ン
ク
・
東
京
商
工
リ
サ

ー
チ
の
各
調
査
）
、
▼
各
科
と

も
レ
セ
プ
ト
平
均
点
数
が
大
幅

下
落
（
協
会
が
厚
生
局
へ
開
示

請
求
し
た
情
報
）
、
▼
個
人
立

無
床
診
療
所
の
事
業
所
得
が
前

年
度
比
約
１
４
０
万
円
の
マ
イ

ナ
ス
（
協
会
税
対
経
営
部
・
調

査
）

－

な
ど
、
病
院
だ
け
で
な

く
診
療
所
の
厳
し
い
経
営
実
態

日本共産党横浜市会議員団との懇談の模様

懇談に臨む藤田倫成副支部長

洞澤繁支部長

泉福明子幹事

講師　大塚裕一氏

医療機関へ財政支援を

強く求む

共産党横浜市議団と懇談

今後の横浜支部研究会の予定について

と　き　2025年11月10日（月）　19：30～21：00

ところ　保険医協会　会議室

テーマ　「香害について（仮）」

講　師　�千葉大学予防医学センター  特任教授　坂部　貢氏

詳細はFAX、HP等でご案内予定です。

　

記
念
講
演
は
、
「T

hink glo

bally, A
ct locally

の
実
践
―

外
国
人
介
護
人
財
の
地
位
向
上

に
向
け
た
医
療
法
人
裕
徳
会
の

取
り
組
み
―
」
を
テ
ー
マ
に
、

医
療
法
人
裕
徳
会
・
港
南
台
病

院
院
長
の
大
塚
裕
一
氏
が
講

演
。
会
場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
併
用
開

催
で
１０
名
が
参
加
し
た
。

　

大
塚
氏
は
、
外
国
人
介
護
人

財
の
受
け
入
れ
ま
で
の
経
緯
や

雇
用
す
る
に
あ
た
っ
て
重
視
す

る
点
な
ど
を
説
明
。
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
た
め
、
国

家
資
格
の
獲
得
を
一
つ
の
目
標

と
し
て
い
る
が
、
言
語
の
壁
は

高
い
と
苦
労
を
語
っ
た
。
そ
れ

で
も
「
帰
国
後
も
役
立
つ
よ
う

な
経
験
を
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
思
い
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
日
本
へ
向

か
っ
て
く
る
外
国
人
介
護
人
財

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
、
日
本
と
ベ

ト
ナ
ム
の
懸
け
橋
に
な
っ
て
も

ら
う
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
の
行
政

機
関
や
公
的
機
関
と
の
連
携
・

協
働
を
し
て
い
る
裕
徳
会
の
活

動
を
詳
細
に
説
明
し
た
。

関
す
る
国
か
ら
の
予
算
配
分
は

僅
少
で
、
政
府
は
国
民
生
活
の

苦
境
を
捉
え
て
な
い
と
吐
露
。

市
が
補
助
可
能
な
部
分
は
水
道

光
熱
費
と
思
案
し
、
加
え
て
藤

田
理
事
よ
り
入
院
施
設
の
食
事

代
補
助
を
提
案
し
た
。
三
輪
議

員
は
、
医
療
は
消
防
署
や
警
察

署
と
並
ぶ
社
会
イ
ン
フ
ラ
だ
と

強
調
し
た
。

　

ま
た
、
厚
労
省
は
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
が
低
い
と
し

て
、
後
期
高
齢
者
に
対
し
て
は

マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
有
無
を

問
わ
ず
資
格
確
認
書
を
発
行
す

る
と
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
受
け
て
、
古
谷
団
長
は「
同

様
の
理
由
で
７５
歳
未
満
の
全
加

入
者
に
も
発
行
す
べ
き
と
要
望

し
た
い
」
と
答
え
た
。

講演の様子

に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
を
示
し
な

が
ら
重
点
的
に
報
告
。
長
期
化

す
る
物
価
高
騰
や
人
件
費
上
昇

に
も
触
れ
、
医
療
機
関
へ
の
財

政
支
援
を
求
め
た
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
高
齢
で
目
の
見
え
に

く
い
方
な
ど
は
顔
認
証
付
き
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
画
面
操

作
が
困
難
と
説
明
。
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
は
７
月
末
で
保

険
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
る

が
、
代
替
と
な
る
資
格
確
認
書

は
保
険
者
に
発
行
義
務
が
な

い
。
東
京
都
渋
谷
区
・
世
田
谷

区
は
全
加
入
者
へ
の
発
行
を
表

明
し
て
お
り
、
横
浜
市
に
も
同

様
の
対
応
を
求
め
た
。

 

国
保
の
資
格
確
認
書 

�

「
全
被
保
険
者
へ
発
行
す
べ
き
」

　

意
見
交
換
で
は
古
谷
団
長
よ

り
、
患
者
単
価
で
あ
る
レ
セ
プ

ト
平
均
点
数
が
内
科
で
大
幅
下

落
（
２３
年
度
１
４
２
７
点
→
２４

年
度
１
２
５
０
点
）
し
た
要
因

に
つ
い
て
問
わ
れ
た
。
藤
田
理

事
は
、
高
血
圧
な
ど
の
慢
性
３

疾
患
が
特
定
疾
患
療
養
管
理
料

か
ら
、
同
意
取
得
な
ど
算
定
に

ハ
ー
ド
ル
の
あ
る
生
活
習
慣
病

管
理
料
へ
移
行
し
た
影
響
が
大

き
い
と
答
え
た
。
古
谷
団
長
は

秋
の
第
３
回
市
会
定
例
会
で
提

示
さ
れ
る
、
物
価
高
騰
対
策
に
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支部研究会

講師　川口千佳子氏

支部研究会の様子（協会会議室）

　

横
浜
支
部
は
４
月
１８
日
、「
コ

ツ
を
つ
か
ん
で
頭
痛
患
者
さ
ん

を
救
お
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
併

用
で
研
究
会
を
開
催
。
講
師
は

せ
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
の
川

口
千
佳
子
氏
が
務
め
、
５３
名
が

参
加
し
た
。
当
日
は
有
病
率
の

高
い
一
次
性
頭
痛
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
様
々
な
デ
ー
タ
や
自

身
の
経
験
を
絡
め
な
が
ら
診
療

の
コ
ツ
を
披
露
し
た
。

片
頭
痛
の
７４
％
は 

生
活
に
支
障 

働
き
世
代
が
多
数

　

頭
痛
は
国
際
頭
痛
分
類
で
一

次
性
頭
痛
、
二
次
性
頭
痛
、
有

学
校
生
活
を
点
数
化
し
て
も
ら

う
と
補
足
。
こ
の
他
、「
肩
こ

り
か
ら
く
る
」
と
訴
え
る
も
の

は
片
頭
痛
の
前
兆
の
場
合
が
多

い
と
述
べ
た
。

　

急
性
期
の
治
療
薬
に
は
ア
セ

ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
・
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｄ
ｓ
を
用
い
る
場
合
も
あ
る

が
、
先
に
ト
リ
プ
タ
ン
系
の
処

方
を
お
勧
め
し
た
。
新
し
い
ジ

タ
ン
系
は
他
剤
で
効
果
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
方
や
、
冠
動
脈
疾

患
の
方
に
は
有
効
と
し
た
。
予

防
薬
に
は
ア
ミ
ト
リ
プ
チ
ン
や

漢
方
の
他
、
専
門
医
が
使
う
Ｃ

Ｇ
Ｒ
Ｐ
関
連
製
剤
を
紹
介
し
た

（
具
体
的
な
薬
剤
名
は
動
画
を

参
照
）
。

 

再
診
予
約
を
と
っ
て 

　
　
　
　

頭
痛
ダ
イ
ア
リ
ー
で
記
録

　

②
緊
張
型
頭
痛
の
特
徴
は
▼

両
側
性
、
▼
一
日
中
・
一
週
間

続
く
、
▼
締
め
付
け
ら
れ
る
感

覚
、
▼
軽
度
か
ら
中
等
度
で
仕

事
・
学
校
は
行
け
る
、
▼
お
風

呂
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
改
善
、
▼
悪
心
・
嘔
吐
は

少
な
い
、
▼
光
・
音
過
敏

－

と

述
べ
た
。
た
だ
片
頭
痛
と
緊
張

型
頭
痛
を
併
発
し
て
い
る
患
者

も
多
く
、
鑑
別
は
難
し
い
。
日

本
の
片
頭
痛
患
者
の
７
割
が
未

受
診
も
し
く
は
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ

の
処
方
で
終
了
し
て
い
る
。
頭

痛
難
民
を
作
ら
な
い
た
め
に

も
、
「
今
回
処
方
す
る
薬
の
効

果
や
副
作
用
が
分
か
ら
な
い
の

で
、
記
録
し
て
次
回
教
え
て
下

さ
い
」
、
「
治
療
が
う
ま
く
い
か

な
け
れ
ば
他
の
方
法
に
切
り
替

え
ま
し
ょ
う
」
と
再
来
院
を
促

す
こ
と
を
提
案
。
記
録
に
は
頭

痛
ダ
イ
ア
リ
ー
や
ア
プ
リ
を
紹

介
し
た
。

　

③
群
発
頭
痛
は
特
徴
的
で
▼

目
の
奥
・
目
の
上
・
こ
め
か
み

の
激
痛
、
▼
３
時
間
以
内
で
収

ま
る
、
▼
鼻
水
・
涙
・
顔
面
の

紅
潮
・
発
汗
（
自
律
神
経
症
状
）
、

▼
痛
み
で
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ

な
い
（
頭
を
壁
に
打
ち
付
け
た

い
等
）、
▼
早
朝
・
夕
方
な
ど

同
時
刻
に
起
こ
る
、
▼
ア
ル
コ

ー
ル
で
悪
化

－

な
ど
。
来
院
時

は
間
欠
期
で
ケ
ロ
ッ
と
し
て
い

る
た
め
、
痛
み
の
程
度
を
丁
寧

に
聞
き
取
る
べ
き
と
注
意
喚

起
。
治
療
薬
に
は
ト
リ
プ
タ
ン

製
剤
や
酸
素
吸
入
が
有
効
と
述

べ
た
。
ま
た
２０
～
３０
分
で
痛
み

が
収
ま
る
群
発
頭
痛
の
シ
ョ
ー

ト
バ
ー
ジ
ョ
ン
、
発
作
性
片
側

頭
痛
に
も
触
れ
た
。

薬
剤
乱
用
性
は
治
療
困
難 

専
門
医
へ
の
紹
介
も
一
つ

　

薬
物
乱
用
性
頭
痛
（
Ｍ
Ｏ
Ｈ
）

は
特
に
要
注
意
で
、
再
発
率
も

高
い
。
問
診
で
も
触
れ
た
「
鎮

静
剤
の
服
用
〝
日
数
〟
の
把
握
」

が
重
要
に
な
る
と
解
説
し
た
。

月
に
１５
日
以
上
頭
痛
（
慢
性
頭

痛
）
が
あ
り
、
鎮
静
剤
を
１０
日

以
上
内
服
す
る
生
活
が
３
カ
月

以
上
続
く
と
罹
患
リ
ス
ク
が
高

ま
る
。
患
者
に
は
薬
物
乱
用
性

だ
と
頭
痛
の
原
因
を
説
明
し
、

ま
ず
は
２
週
間
の
服
用
の
我
慢

を
提
案
す
る
。
併
せ
て
ト
リ
プ

タ
ン
製
剤
を
処
方
し
て
適
切
な

Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
で
終
わ
り
に
し
な
い
！

頭
痛
診
療
の
”コ

ツ
“
披
露

①１カ月、または週に何日頭痛薬を飲みますか？ 

（「回数」ではなく「日数」で頭痛の頻度を尋ねる）

②市販の頭痛薬は効きますか？どの薬ですか？

③どこが痛みますか？（側頭葉、目の奥、後頭部）

④ずきずき、がんがん、どくんどくんしますか？

⑤頭痛で寝込みますか？ 

頭を動かすだけで悪化しますか？ 

真っ暗で遮音した部屋で寝たいですか？

⑥頭痛の時、吐き気はありますか？

⑦目の前に黒い部分が出て見えにくくなりますか？ 

（目の前がチカチカするのは閃輝暗点と異なる）

動画はコチラ

　分かりやすいスライド資料を

用いた当日の動画は会員ページ

で公開中！予防薬や治療薬につ

いても紹介されています。

　協会HPのパスワードがご不明な方は、☎045-313-2111へ

使
用
を
促
す
と
良
い
と
述
べ
た
。

　

頭
痛
は
適
切
な
治
療
が
肝
要

と
し
て
、
多
職
種
に
よ
る
集
学

的
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｍ
Ｔ
Ｐ
）

を
紹
介
。
医
師
・
看
護
師
・
理

学
療
法
士
・
心
理
療
法
士
に
よ

る
チ
ー
ム
医
療
に
加
え
、
患
者

同
士
の
支
援
・
情
報
共
有
が
行

わ
れ
る
。
理
想
と
さ
れ
る
一
方
、

現
状
で
取
り
組
ん
で
い
る
施
設

は
少
数
だ
と
説
明
し
た
。

 　

最
後
に
、
ま
と
め
と
し
て
▼

鑑
別
診
断
の
た
め
問
診
は
丁
寧

に
（
二
次
性
頭
痛
を
見
逃
さ
な

い
）、
▼
頭
痛
を
記
録
し
て
も

ら
い
再
診
予
約
を
と
る
、
▼
頻

度
が
高
い
・
程
度
が
重
い
場
合

は
予
防
薬
や
ト
リ
プ
タ
ン
製
剤

等
を
処
方
、
▼
治
療
困
難
な
薬

物
乱
用
性
頭
痛
を
つ
く
ら
な
い

（
鎮
静
剤
を
出
し
続
け
な
い
）
、

▼
Ｃ
Ｇ
Ｒ
Ｐ
関
連
製
剤
の
た
め

頭
痛
専
門
医
（
脳
外
科
・
神
経

内
科
）
へ
紹
介
す
る
―
な
ど
、

臨
床
で
役
立
つ
コ
ツ
を
披
露
し

た
。

痛
性
脳
神
経
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
ー

の
３
種
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

一
次
性
頭
痛
は
脳
・
身
体
に

異
常
が
無
く
明
ら
か
な
原
因
が

不
明
な
頭
痛
を
指
す
。
具
体
的

に
は
①
片
頭
痛
、
②
緊
張
型
頭

痛
、
③
三
叉
神
経
・
自
律
神
経

性
頭
痛
（
群
発
頭
痛
な
ど
）
、
咳
・

運
動
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
頭
痛

な
ど
で
あ
る
。
二
次
性
頭
痛
は

脳
に
原
因
が
あ
り
、
見
逃
し
注

意
で
あ
る
。
▼
Ｍ
Ｒ
Ａ
・
Ｍ
Ｒ

Ｉ
普
及
後
に
症
例
が
増
え
た
椎

骨
動
脈
解
離
、
▼
神
経
症
状
な

く
頭
痛
の
み
の
く
も
膜
下
出
血

の
４０
％
は
歩
い
て
来
る
（w

alk-

in

）
、
▼
歩
い
て
来
る
く
も
膜

下
出
血
な
ど
は
問
診
で
の
診
断

は
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
・
Ｃ
Ｔ
が
無
い
場
合
は
救
急

や
早
期
紹
介
が
望
ま
し
い
と
し

た
。
歯
が
痛
む
三
叉
神
経
痛
は
、

有
痛
性
脳
神
経
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ

ー
に
分
類
さ
れ
る
。

　

慢
性
頭
痛
の
有
病
率
は
４０
％

で
、
最
多
は
①
の
片
頭
痛
が
占

め
る
。
そ
の
片
頭
痛
持
ち
の
７４

％
が
生
活
に
支
障
を
き
た
す
痛

み
を
抱
え
て
い
る
。
特
に
女
性

や
２０
～
５０
代
、
働
き
世
代
・
子

育
て
世
代
の
有
病
率
が
高
く
、

経
済
損
失
も
年
間
数
兆
円
レ
ベ

ル
と
紹
介
し
た
。

週
に
〝
何
日
〟
薬
を
飲
む
？ 

丁
寧
な
問
診
で
鑑
別
診
断

　

神
経
内
科
で
は
、
丁
寧
な
問

診
で
診
断
す
る
場
合
が
多
い
と

述
べ
た
上
で
、
コ
ツ
を
提
示
（
下

記
）
。
一
次
性
頭
痛
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
や
症
状
の
差
異
、
予
防
薬
・

治
療
薬
を
詳
細
に
解
説
し
た
。

　

ま
ず
、
①
片
頭
痛
の
特
徴
と

し
て
▼
拍
動
性
、
▼
基
本
３
日

以
内
で
収
ま
る
、
▼
歩
行
・
階

段
昇
降
で
悪
化
、
▼
悪
心
・
嘔

吐
、
▼
光
・
音
・
臭
い
過
敏
、

▼
閃
輝
暗
点
な
ど
可
逆
性
前

兆
、
▼
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
が
効
か

な
い
・
効
き
に
く
い
、
▼
学
校
・

会
社
を
休
む
、
▼
お
風
呂
・
ア

ル
コ
ー
ル
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
悪

化
、
▼
誘
因
は
ス
ト
レ
ス
・
気

圧
変
動
・
睡
眠
不
足
・
寝
す
ぎ
・

光
・
空
腹
・
特
定
の
食
べ
物
・

生
理

－

な
ど
を
列
挙
。
閉
経
を

迎
え
た
女
性
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

の
変
動
の
影
響
を
受
け
な
い
た

め
、
５０
代
以
降
は
有
病
率
が
下

が
る
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
遺
伝
の
影
響
に
も
触

れ
、
小
児
患
者
は
腹
痛
で
発
症

す
る
腹
部
片
頭
痛
に
留
意
し
、

問診 の コ ツ
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